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「久しぶり」「元気かね？」「達者でいたかい？」と楽しい会話が飛び交うこの日、
参加者 92人の笑顔が溢れていた。
長年地域を支えてきた皆様への敬意を表し、これからも益々お元気で！

まだまだ現役、シニア世代



第3回
臨時会
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この 5月、朝日村議会議長を拝命いたしました。甚だ微力ではござい
ますが、村民の皆さまの負託に応えるべく、その責務の重大さを痛感し
ながら、全力で努めてまいる所存でございます。
朝日村を取り巻く環境は、人口減少や少子高齢化、地域経済の活性化

など、さまざまな課題に直面しております。こうした中で、村民の皆さ
まの安心・安全な暮らしを守り、未来へつながる持続可能な地域づくり
を進めていくことが、私たち議会の使命であると強く感じております。

私はこれまで、住民に寄り添う姿勢を大切にし、現場の声を丁寧に拾い上げ、行政にしっ
かりと届ける役割を果たしてまいりました。今後も、議会の透明性と信頼性を高めるため、
開かれた議会運営に努めてまいります。
また、副議長をはじめ全議員が力を合わせ、時には議論を重ねながらも、建設的な意見交

換を通じて、村政の円滑な推進に寄与してまいります。
結びに、これからも村民の皆さまのお力添えとご指導を賜りますようお願い申し上げ、就

任のご挨拶とさせていただきます。

この度、副議長を拝命いたしました清澤あゆみでございます。
これまで私は、教育委員としての経験や、商工会女性部長、防災士と

いう立場から、地域のみなさまと関わり合いながら、支えてくださる多
くの方々への感謝を忘れずに活動してまいりました。その思いを胸に、
これからは副議長として、議長をしっかりと支え、円滑な議会運営に努
めてまいります。
感謝と謙虚な気持ちを忘れず、対話を大切に、明るく開かれた議会を

目指して取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

議会構成 新たなスタート議会構成 新たなスタート

議会構成及び一部事務組合等議会議員議会構成及び一部事務組合等議会議員 選挙結果
議会構成

正副議長 議長：小林弘之　副議長：清澤あゆみ

総務産業委員会（5名） 委員長：豊田惠美子　副委員長：清沢敬子
委　員：中村文映　北村直樹　小林弘之

社会文教委員会（5名） 委員長：齊藤正法　副委員長：古池美佐江
委　員：清沢正毅　羽多野美映　清澤あゆみ

議会運営委員会（4名） 委員長：清沢正毅　副委員長：齊藤正法
委　員：豊田惠美子　清澤あゆみ

広域連合及び一部事務組合

松本広域連合議会（1名） 小林弘之

松塩地区広域施設組合議会（2名） 小林弘之　齊藤正法

松本市・山形村・朝日村中学校組合議会（6名） 小林弘之　齊藤正法　古池美佐江　清沢正毅
羽多野美映　清澤あゆみ

松塩筑木曽老人福祉施設組合議会（1名） 清澤あゆみ

朝日村議会議長　小林 弘之

朝日村議会副議長　清澤あゆみ

議長就任あいさつ

副議長あいさつ

4/30
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●報告1件……………………村の義務に属する和解及び損害賠償の額の専決処分について
●専決処分の承認4件………条例2件（税条例一部改正・国保税条例一部改正）　

補正予算2件（令和6年度一般会計…除雪費140万円・保育園給食室ボイラー取
替工事100万円・公民館排水設備修繕費20万円・令和6年度介護保険特別会計）

●契約2件……………………朝日小学校長寿命化事業給食棟・昇降口棟改修工事１億9,250万円
朝日美術館・朝日村歴史民俗資料館改修工事5,698万円

●選挙………………………正副議長・広域連合議会議員・一部事務組合　＊結果は別記

　4月30日に第3回臨時会が招集され、上程されたすべての議案を原案通り可決した。

6月5日（木）一般会計補正予算とスキー場
会計補正予算に計上された、スキー場電気設備
調査と第2リフト運転室工事請負費（1,250万
円）の現場状況の確認を行った。全員協議会で
の議案内容説明では、詳細がわからないという
ことで8名の議員が参加した。現地では、産業
振興課職員と指定管理者が立ち会い、建物の劣
化の過程や状況、シーズン中の利用状況を聞
き、室内の電気設備の重みで床が崩れている様
子や外壁が腐食している様子を視察した。

専決処分の承認、契約議決等専決処分の承認、契約議決等

スキー場リフト運転室等 現地を視察（6/5）スキー場リフト運転室等 現地を視察（6/5）

●報告３件…………繰越明許費繰越計算書・簡易水道事業会計予算繰越計算書・土地開発公社経営状況
●条例３件…………国民健康保険税条例の一部を改正する条例他
●予算３件…………一般会計補正予算・国民健康保険特別会計補正予算

あさひプライムスキー場事業特別会計補正予算
●意見書４件………さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書他

　6月の定例会は3日から13日までの11日間開催された。3日全員協議会、6日には常
任委員会、10日に一般質問を行い、13日最終日に上程されたすべての議案を原案通り
可決した。主な議案は次の通り。

〈主な議案〉
令和７年度朝日村一般会計補正予算
●歳入・村税1億595万円、国庫支出金１億677万円、繰入金7,980万円、
　　　　村債8,140万円を増額。地方交付税8,180万円を減額。
●歳出・小学校地域レジリエンス自立分散型エネルギー設備導入事業１億6,830万円
　　　・診療所建設事業8,000万円　　　　………　・定額減税不足額調整給付金2,305万円
　　　・スキー場特別会計繰出金1,250万円　………・森林整備支援事業委託料230万円

6月
定例会
6/3〜6/13

地域レジリエンス事業（小学校）、診療所建設事業、スキー場特別会計繰出金等地域レジリエンス事業（小学校）、診療所建設事業、スキー場特別会計繰出金等

令和７年度一般会計予算令和７年度一般会計予算  総額４６億１０００万円に総額４６億１０００万円に

一般会計 ６月補正予算 ３億円追加

劣化が激しいリフト室
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◦
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
建
設
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
は
1
棟
5
戸
の
建
設

を
す
る
。10
月
よ
り
建
物
建
設
開

始
予
定
。

◦
あ
さ
ひ
診
療
所
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

令
和
8
年
6
月
の
開
業
に
向
け
て
、

こ
の
7
月
に
入
札
が
行
わ
れ
工
事

が
は
じ
ま
る
。

◦
か
た
く
り
の
里
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

棟
）
の
改
修
に
つ
い
て

使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
和
室
を

改
修
し
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
。

◦
カ
ー
ナ
ビ
搭
載
公
用
車
の
N
H
K

受
信
契
約

契
約
未
締
結
で
あ
っ
た
公
用
車
10

台
の
対
応
に
つ
い
て
。

◦
下
洗
馬
地
区
県
道
歩
道
整
備
事
業

県
が
行
う
歩
道
整
備
の
報
告
。

◦
小
学
校
プ
ー
ル
の
一
般
公
開

公
開
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
。

社会文教委員会報告　陳情等審査社会文教委員会報告　陳情等審査
委員会は6月6日に開催し、請願第1号「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める請願書」、請願第2

号「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める請願書」、陳情第6号「高額療養費の自己負担上限額の引き上
げをしない事を求める陳情」、陳情第7号「カリキュラム・オーバーロードの改善を求める意見書採択の陳情」の4件
について、慎重に審議した結果、すべての請願・陳情を全会一致で採択すべきものとした。
請願2件は、国の責任のもと、少人数学級の推進及び教員配置の財源保障を行うことを求める内容。
陳情第6号は、自己負担上限額の引き上げは受診抑制や治療継続の断念につながりかねないこと、陳情

第7号は、ひとりひとりの学びを尊重する時代であることを理解した。　　　　社会文教委員長　齊藤正法

4
月
30
日

4
月
9
日

◦
朝
日
村
行
財
政
改
革
大
綱
の
質
疑

◦
国
・
県
へ
の
要
望

朝
日
村
議
会
と
し
て
5
つ
要
望
す

る
こ
と
を
決
定
。

・
風
食
防
止
対
策
へ
の
新
技
術
支
援

・
松
枯
れ
対
策
へ
の
支
援

・
地
方
議
員
の
な
り
手
不
足
問
題
に

対
す
る
国
・
県
の
支
援

・
更
な
る
少
人
数
学
級
の
実
現

◦
令
和
７
年
度
組
織
体
制

◦
個
別
施
設
計
画
・
行
財
政
改
革
大

綱
の
説
明

◦
医
療
費
助
成
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
に
つ
い
て

◦
か
た
く
り
の
里
改
修
の
報
告

6
月
13
日

7
月
10
日

全員
協議会

◦
朝
日
小
学
校
地
域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

自
立
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導

入
事
業

朝
日
小
学
校
へ
の
太
陽
光
発
電
設

備
、
照
明
L
E
D
化
の
導
入
計

画
。
補
助
金
と
地
方
債
を
活
用
。

◦
あ
さ
ひ
診
療
所
の
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

当
初
の
計
画
よ
り
設
計
が
2
ヶ
月

ほ
ど
遅
れ
て
い
る
。

◦
国
民
健
康
保
険
税
税
率
改
正
に
つ

い
て

◦
令
和
７
年
度
朝
日
村
長
寿
を
祝
う

会
に
つ
い
て

5
月
13
日

議案第48号 一般会計補正予算についての質疑議案第48号 一般会計補正予算についての質疑
　最終日には議案第 48号令和７年度朝日村一般会計補正予算に
ついて豊田惠美子議員から質疑があった。
質　　問　スキー場特別会計繰出金 1,250 万円（電気設備調査

と第2リフト運転室工事費）について、6月定例会に
至るまでに全員協議会等で説明する機会は何度かあっ
たはず。この補正予算の出し方についてどう考えるか。

小林村長　２月に指定管理者より現状の話があり、５月に業者よ
り見積書があがってきたため、6月の補正予算という
ことになった。

議案第 48 号令和７年度朝日村一般会計補正予算（第１号）について
議案第 50 号令和７年度あさひプライムスキー場事業特別会計補正予算（第１号）について

齊藤正法 中村文映 羽多野美映 豊田惠美子 清澤あゆみ 古池美佐江 北村直樹 清沢正毅 清沢敬子
議案第48号 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇
議案第50号 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇



清沢 敬子 議員
1 防犯対策について
2 朝日村公共施設個別施設計画について
齊藤 正法 議員
1 クマゾーニング管理実施計画の推進について
中村 文映 議員
1 高齢になっても暮らしやすいむらづくり
2 地区活動のデジタル化支援について
羽多野 美映 議員
1 ワクチン接種と感染症対策～「健康村あさひ」として

の責任と備え
2 小型充電式電池の回収体制に関する村の対応について
豊田 惠美子 議員
1 朝日村営の公園について
2 鳥獣被害防止柵の管理・熊のゾーニングについて
3 野俣沢林道の管理と今後の見通しについて

清澤 あゆみ 議員
1 子どもが村を語る場を 

―主権者教育と子ども議会の可能性―
古池 美佐江 議員
1 朝日村自主番組ついて
2 地区自治会問題のその後について
北村 直樹 議員
1 小林村政２期６年の振り返りと残り任期２年の重点施

策と課題について
2 村内の公共交通の今後の展望について
清沢 正毅 議員
1 朝日村の魅力発信の取組について
2 各区管理の神社境内にある樹木伐採への補助支援

あさひむら議会だより5

村政に問う！！一 般一 般
質 問質 問 一般質問とは、議場において議員が日常活動と住民の声や

疑問をもとに、村政全般にわたり行政の姿勢をただすものです。

ここが聞きたい　9議員 15 項目ここが聞きたい　9議員 15 項目

問　

ス
キ
ー
場
特
別
会
計
補
正
予
算

1
2
5
0
万
円
が
計
上
さ
れ
、
内
第
2

リ
フ
ト
運
転
室
新
築
に
1
1
0
0
万
円
。

シ
ロ
ア
リ
で
壁
・
柱
・
床
が
腐
食
し
、
制

御
盤
が
傾
い
た
が
、
放
置
し
た
指
定
管
理

者
の
管
理
は
適
正
か
。
村
の
指
示
は
。

村
長　
制
御
盤
が
傾
い
た
報
告
は
受
け
て

い
た
が
、
村
も
指
定
管
理
者
も
原
因
調
査

が
不
十
分
だ
っ
た
。
同
様
の
小
屋
4
つ
に

つ
い
て
も
点
検
す
る
。

問　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
村
の
顔
と

す
る
ス
キ
ー
場
維
持
の
た
め
、
指
定
管
理

期
間
5
年
を
待
た
ず
、
資
産
価
値
の
あ
る

う
ち
に
指
定
管
理
者
へ
譲
渡
し
て
は
ど
う

か
。

村
長　
ス
キ
ー
場
は
民
間
所
有
の
借
地
か

つ
農
地
扱
い
の
た
め
、
農
地
転
用
な
ど
法

的
問
題
が
絡
み
、
す
ぐ
の
譲
渡
は
困
難
で

あ
る
。

問　
住
民
説
明
会
・
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の

必
要
性
は
。

村
長　
個
別
案
件
ご
と
に
行
う
の
が
適

切
。
ス
キ
ー
場
は
大
規
模
投
資
が
明
確
に

必
要
と
な
っ
た
際
に
、
真
剣
な
議
論
を
行

う
べ
き
。
安
全
上
問
題
が
な
い
限
り
、
お

金
を
か
け
ず
長
く
使
う
方
針
。

高
齢
者
世
帯
の

防
犯
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

問　
犯
罪
抑
止
効
果
の
高
い
セ
ン
サ
ー
ラ

イ
ト
・
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
、
高
齢
者
世
帯

へ
の
防
犯
グ
ッ
ズ
設
置
に
対
し
、
村
が
補

助
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

総
務
課
長　
一
般
的
に
自
己
責
任
で
行
う

も
の
と
捉
え
て
お
り
、
現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
。
今
後
の
検
討
事
項
と
す
る
。

答…

大
型
投
資
を
行
わ
ず
、指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
を
継
続
す
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の

在
り
方
は

清沢敬子 議員

あさひプライムスキー場グリーンシーズン

◀こちらから
　動画でご覧
　いただけます。
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問　
村
民
へ
の
周
知
は
?

産
業
振
興
課
長　
村
民
の
理
解
と
協
力
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
啓
発
を
は
か
る
。
ク
マ

の
時
期
に
な
る
の
で
、
回
覧
板
等
で
も
周

知
し
て
い
く
。

問　
生
息
地
域
・
緩
衝
地
域
・
排
除
地
域

の
定
義
と
役
割
は
?

産
業
振
興
課
長　
生
息
地
域：排
除
地
域
、

緩
衝
地
域
を
除
い
た
森
林
部
分
で
ク
マ
の

主
要
な
生
息
地
域
。
緩
衝
地
域
：
鳥
獣
被

害
防
止
柵
か
ら
林
内
へ
2
0
0
m
。
森

林
資
源
の
活
用
が
定
期
的
に
あ
る
地
域
。

排
除
地
域
：
鳥
獣
被
害
防
止
柵
の
内
側
で

人
家
や
農
地
が
あ
る
地
域
。

問　
緩
衝
地
域
の
整
備
は
?

産
業
振
興
課
長　
各
区
に
依
頼
し
て
い
る

柵
の
管
理
を
継
続
し
て
い
く
。
柵
に
近
い

部
分
で
は
、
林
内
の
見
通
し
が
良
く
な
る

よ
う
に
地
権
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
整
備

を
進
め
て
い
く
。

問　

地
域
区
分
に
応
じ
た
対
応
方
針

は
?

産
業
振
興
課
長　
生
息
地
域
、
緩
衝
地
域

で
は
捕
獲
許
可
は
し
な
い
。
人
身
被
害
の

恐
れ
な
ど
の
場
合
に
限
り
県
に
よ
る
捕
獲

許
可
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
排
除
地
域
で

は
村
が
有
害
捕
獲
を
許
可
す
る
。
捕
獲
後

は
、
条
件
に
該
当
す
れ
ば
学
習
放
獣
を
検

討
す
る
が
、人
身
被
害
を
起
こ
し
た
個
体・

人
里
へ
執
着
す
る
個
体
は
捕
殺
対
応
と
す

る
。

村
長　
山
形
村
と
情
報
交
換
を
し
な
が

ら
、
長
野
県
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
推
進

し
て
い
き
た
い
。

問　
「
す
こ
や
か
長
寿
計
画
」
特
に
力
を

入
れ
て
取
組
む
こ
と
は
何
か
。

住
民
福
祉
課
長　

介
護
認
定
者
の
21
%

が
認
知
症
。
認
知
症
の
方
も
社
会
参
加
で

き
る
よ
う
な
場
作
り
、
取
組
み
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
社
協
と
も
連
携

し
て
フ
レ
イ
ル
予
防
に
取
組
ん
で
行
き
た

い
。

問　
地
域
の
居
場
所
作
り
へ
補
助
金
等
支

援
を
行
う
予
定
は
あ
る
か
。

村
長　
担
っ
て
頂
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
育
成
を
ど
う
す
る
か
を
考
え
て
い
き

た
い
。

問　
村
民
が
認
知
症
を
理
解
す
る
こ
と
が

必
要
と
思
う
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
も
っ
と
開
催
し
た
ら
ど
う
か
。

住
民
福
祉
課
長　
認
知
症
に
な
っ
て
も
自

宅
で
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
講
座
等
を
開
い
て
い

き
た
い
。

地
区
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
に
つ
い
て

問　
地
区
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
行
く
の
か
。
村
民
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
の
利
用
状
況
を
村
は
把
握
し
て
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
率
は
9
割
、
パ

ソ
コ
ン
保
有
率
は
8
割
だ
が
活
用
で
は
60

歳
に
デ
ジ
タ
ル
の
壁
が
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。
支
援
事
業
を
使
い
、
デ
ジ
タ
ル
活
用

講
座
を
5
回
開
く
予
定
だ
。

問　
地
区
に
よ
っ
て
「
情
報
格
差
」
が
出

な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
う
予

定
か
。

企
画
財
政
課
長　
地
域
業
務
の
効
率
化
、

持
続
可
能
な
地
区
運
営
を
行
う
に
は
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
が
有
効
な
手
段
と
考

え
る
。
ア
ド
バ
イ

ス
が
必
要
な
ら
村

も
積
極
的
に
支
援

し
て
い
く
。

問　
地
区
の
W
i

︲
F
i
環
境
整
備

の
考
え
は
。

村
長　
ま
だ
計
画

が
無
い
の
で
、
地

区
に
出
向
い
て
の

融
和
集
会
の
議
題

と
し
て
取
り
上
げ

て
い
き
た
い
。

実
施
計
画
の
目
的
は
？

答…

ク
マ
と
人
と
の
緊
張
感
あ
る
共
存
関
係
を
再
構
築
す
る
こ
と
。

齊藤正法 議員

高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い

む
ら
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
か

答…

認
知
症
の
取
組
み
介
護
予
防
、

　

  

フ
レ
イ
ル
予
防
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

中村文映 議員

「長寿を祝う会」で歌う参加者「長寿を祝う会」で歌う参加者
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問　
65
歳
を
対
象
と
し
た
定
期
接
種
、
接

種
期
間
が
重
複
す
る
ケ
ー
ス
に
は
ど
う
対

応
す
る
か
?

住
民
福
祉
課
長　
予
防
接
種
は
次
の
予
防

接
種
が
打
て
る
ま
で
の
期
間
が
決
め
ら
れ

て
い
る
。
無
理
な
く
接
種
機
会
を
逃
が
さ

ず
済
む
よ
う
、
希
望
す
る
場
合
は
主
治
医

と
相
談
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
む
の
が
よ

り
良
い
方
法
。
村
の
窓
口
で
も
随
時
相
談

を
受
け
付
け
て
い
る
。（
相
談
件
数
は
今

年
度
で
30
件
ほ
ど
）

問　
R
S
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
よ
う
な

新
た
な
感
染
症
に
対
し
て
の
周
知
は
?

住
民
福
祉
課
長　
最
新
の
感
染
動
向
、
ワ

ク
チ
ン
の
情
報
提
供
は
国
や
県
よ
り
情
報

提
供
が
あ
っ
た
際
に
は
住
民
へ
の
注
意
喚

起
、
情
報
提
供
を
呼
び
掛
け
る
。
R
S

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
て
は
H
P
に

掲
載
し
て
い
く
。

小
型
充
電
式
電
池
の
回
収
、
対
応
は
?

建
設
環
境
課
長　
「
家
庭
か
ら
廃
棄
さ
れ

る
す
べ
て
の
リ
チ
ウ
ム
電
池
等
の
安
全
処

理
体
制
を
構
築
」
と
さ
れ
る
国
の
通
知
か

ら
、
村
で
も
処
理
体
制
を
構
築
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
は
何

に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
ど
ん
な
製
品
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
部
分
を

周
知
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問　
小
さ
な
子
供
が
家
の
近
く
で
、ま
た
、

子
供
達
だ
け
で
行
く
こ
と
が
で
き
自
由
に

遊
べ
る
村
営
の
広
場
を
作
れ
な
い
か
。

村
長　
村
内
に
は
広
い
場
所
が
な
い
。

問　
向
陽
台
に
公
園
を
つ
く
る
予
定
は
あ

る
か
。

村
長　
具
体
化
し
て
い
な
い
が
向
陽
台
の

村
の
空
き
地
を
憩
い
の
場
に
と
話
し
て
い

る
。

問　
旧
お
ひ
さ
ま
保
育
園
跡
地
を
防
災
公

園
に
し
、
普
段
は
子
供
達
が
自
由
に
遊
ぶ

原
っ
ぱ
に
で
き
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長　
人
口
減
対
策
か
ら
分
譲

住
宅
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

鳥
獣
被
害
防
止
柵
の
管
理
・
熊
の
ゾ
ー

ニ
ン
グ
に
つ
い
て

問　
鳥
獣
被
害
防
止
柵
の
５
メ
ー
ト
ル
区

間
が
伐
倒
さ
れ
て
い
る
場
所
と
さ
れ
て
い

な
い
場
所
が
あ
る
の
は
何
故
か
。

産
業
振
興
課
長　
地
主
さ
ん
と
区
の
協
力

で
、
伐
倒
さ
れ
て
い
る
。

問　
鎖
川
河
川
敷
が
熊
の
居
場
所
と
指
摘

が
あ
る
。
村
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長　
奈
良
井
川
改
良
事
務
所

が
管
理
。
建
設
環
境
課
と
鎖
川
愛
護
会
が

草
刈
り
を
年
２
回
実
施
し
て
い
る
。

野
俣
沢
林
道
の
管
理
と
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て

問　
野
俣
沢
林
道
は
安
全
か
。

村
長　
堆
積
層
で
あ
り
、
頑
丈
な
岩
盤
で

大
丈
夫
だ
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
と

感
染
症
対
策

答…

広
報・H
P・L
I
N
E
等
活
用
し
、随
時
内
容
を
更
新
し
て
い
く
。

羽多野美映 議員

村
内
に
広
い
公
園
を
！

答…

広
い
場
所
確
保
は
困
難
。向
陽
台
に
ベ
ン
チ
を
置
き
憩
え
る
場
を
検
討
。

豊田惠美子 議員

野俣沢

旧おひさま保育園跡地
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問　
子
ど
も
議
会
の
よ
う
な
「
子
ど
も
の

声
が
届
く
場
」
を
作
る
こ
と
は
村
の
教
育

に
お
い
て
も
先
進
的
な
取
り
組
み
に
な
る

の
で
は
?　
　
　
　
　
　

教
育
長　
子
ど
も
た
ち
が
地
方
自
治
や
議

会
に
関
心
を
持
ち
追
求
を
始
め
た
ら
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
地
域
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
は
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
も
先
生
方
に
と
っ
て
も
大

切
だ
と
考
え
る
が
。

教
育
長　
小
学
校
段
階
に
お
い
て
は
教
科

学
習
は
も
ち
ろ
ん
地
域
学
習
に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、
身
の
回
り
の
出
来
事
に
関

心
を
持
ち
、
仲
間
と
協
力
し
て
村
や
社
会

の
課
題
を
自
分
事
と
し
て
主
体
的
に
追
求

す
る
子
ど
も
を
育
成
し
た
い
。
総
合
的
な

学
習
の
時
間
等
を
使
っ
て
地
域
の
こ
と
を

学
び
知
る
と
い
っ
た
動
き
を
子
ど
も
た
ち

か
ら
出
し
て
も
ら
い
た
い
。

問　
よ
り
実
践
的
な
主
権
者
教
育
の
機
会

と
し
て
子
ど
も
議
会
を
再
度
提
案
す
る

が
。

教
育
長　
子
ど
も
議
会
は
主
権
者
教
育
の

一
手
段
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
子
ど
も
た

ち
に
は
地
域
に
根
差
し
た
学
習
を
取
り
入

れ
、
そ
こ
か
ら
意
見
表
明
を
し
て
い
く
と

い
っ
た
声
を
あ
げ
る
学
び
を
し
て
ほ
し

い
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
子
ど
も
議
会
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。
学
校

と
も
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

問　
今
の
運
営
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

企
画
財
政
課
長　

テ
レ
ビ
松
本
委
託

料
1
，
1
8
6
万
9
千
円
加
入
率

64
.
7
%
企
画
財
政
課
で
テ
レ
ビ
松
本
と

打
ち
合
わ
せ
を
し
、
番
組
制
作
を
委
託
し

て
い
る
。

問　
村
は
内
容
の
評
価
と
村
民
の
意
見
を

反
映
し
て
い
る
か
。

村
長　
し
て
い
な
い
。

問　
今
後
、
番
組
に
つ
い
て
改
善
し
て
い

く
考
え
は
あ
る
か
。

村
長　
村
の
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
事
に
徹

し
て
い
く
。

問　
低
コ
ス
ト
化
の
た
め
に
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

な
ど
の
活
用
は
可
能
か
。

企
画
財
政
課
長　
S
N
S
の
発
信
に
は

基
準
を
定
め
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
出
来
な

い
。

村
長　
高
齢
者
に
と
っ
て
見
や
す
い
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
は
残
し
つ
つ
、
S
N
S
で
の

発
信
は
新
た
な
情
報
手
段
と
し
て
分
け
て

考
え
る
。

地
区
自
治
会
問
題
の
そ
の
後
は

問　
村
は
ス
タ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
地
区
と
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

企
画
財
政
課
長　
地
区
代
表
者
と
連
絡
が

取
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

問　
未
加
入
者
問
題
の
研
究
会
の
見
通
し

と
進
捗
状
況
は
?

副
村
長　
6
〜
7
月
に
か
け
て
区
の
役
員

と
の
懇
談
会
を
持
ち
、
方
向
性
を
見
定
め

た
上
で
メ
ン
バ
ー
を
選
定
し
、
立
ち
上
げ

る
。
地
区
担
当
者
（
村
職
員
）
の
配
置
は

未
定
で
あ
る
。

主
権
者
教
育
と

子
ど
も
議
会
の
可
能
性

答…

子
ど
も
議
会
の
実
施
に
つ
い
て
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

清澤あゆみ 議員

朝
日
村
自
主
番
組
の
目
的
は

答…

情
報
番
組
と
し
て
今
の
村
の
近
況
を
伝
え
る
こ
と
。

古池美佐江 議員
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問　
小
林
村
長
が
村
長
に
就
任
し
2
期
6

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

村
民
の
付
託
を
受
け
次
の
事
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

①	

自
身
の
施
策
の
手
応
え
と
反
省
点
に
つ

い
て
。

②	

残
り
2
年
で
取
り
組
む
べ
き
最
も
重
要

な
施
策
は
?

③	

現
在
懸
念
し
て
い
る
課
題
と
解
決
方
法

に
つ
い
て
。

村
長　
9
つ
の
公
約
を
掲
げ
た
2
期
目
に

79
項
目
の
推
進
テ
ー
マ
を
設
け
実
行
率
は

59
項
目
で
あ
り
実
行
率
は
75
%
。
残
り
の

項
目
は
今
後
2
年
で
確
実
に
実
行
し
て
い

く
。
ま
た
、
無
医
村
回
避
の
為
の
「
あ
さ

ひ
診
療
所
」
の
開
設
を
来
年
春
に
目
指
す

と
同
時
に
老
朽
化
が
進
む
中
央
公
民
館
と

周
辺
公
共
施
設
の
複
合
・
集
約
化
。
森
林

資
源
を
守
る
為
の
松
く
い
虫
被
害
対
策
。

農
業
分
野
に
つ
い
て
は
農
業
の
担
い
手
確

保
や
農
業
経
営
法
人
支
援
、
冬
季
に
お
け

る
農
業
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
今
日
の
野
菜
の
価

格
低
迷
や
過
去
に
な
い
野
菜
の
出
荷
調
整

を
受
け
、
真
剣
に
農
家
を
救
済
す
る
策
と

し
て
何
が
良
い
の
か
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
平
成
8
年
の
O
︲
1
5
7
の
時

の
よ
う
な
対
策
を
参
考
に
農
協
や
議
会
と

相
談
し
て
対
応
を
練
っ
て
い
き
た
い
。

問　
村
長
が
年
に
数
回
村
外
に
出
向
い
て

朝
日
村
特
産
品
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実

施
し
て
い
る
が
、
こ
の
企
画
は
村
独
自
の

活
動
な
の
か
。
そ
れ
と
も
J
A
や
商
工

会
主
催
の
活
動
か
。
そ
の
目
的
、
実
施
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
行
先
、
セ
ー
ル
ス
対
象
と

な
る
村
特
産
品
は
何
か
。
そ
の
成
果
は
ど

う
か
。

産
業
振
興
課
長　
産
業
振
興
課
で
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
は
年
1
回
実
施
し
て
い
る
。

今
年
は
北
九
州
、
昨
年
度
は
東
京
、
一
昨

年
度
は
名
古
屋
。
J
A
と
協
力
し
て
セ
ー

ル
ス
対
象
品
は
村
特
産
の
野
菜
だ
け
。
成

果
と
し
て
は
、
朝
日
村
野
菜
の
品
質
の
良

さ
と
安
定
し
た
供
給
体
制
を
P
R
で
き

て
い
る
。

問　
役
場
内
の
各
課
で
村
の
魅
力
発
信
を

個
別
に
取
組
ん
で
い
る
が
、
村
全
体
と
し

て
主
管
課
を
置
き
魅
力
情
報
発
信
を
有
機

的
か
つ
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
活
動
と
し
て

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
体
制
と
な
っ
て
い
る

か
。…

企
画
財
政
課
長　
村
全
体
を
網
羅
し
た
体

制
に
は
至
っ
て
い
な
い
。…

問　
村
内
団
体
・
サ
ー
ク
ル
紹
介
冊
子
・

移
住
定
住
促
進
パ
ン
フ
・
朝
日
村
小
辞
典

な
ど
、
朝
日
村
の
魅
力
を
掲
載
し
た
素
晴

ら
し
い
冊
子
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
村
外

P
R
に
有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長　
県
外
で
の
観
光
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
P
R
媒
体
と
し
て
活
用
、
ま

た
銀
座
N
A
G
A
N
O
な
ど
に
も
設
置

し
P
R
に
役
立
て
て
い
る…

。

問　
ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
へ
の
応
募
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
村
の
魅

力
発
信
事
業
に
新
た
に
取
り
組
む
事
業
と

さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
く
事
業
は
何
か
。…

企
画
財
政
課
長　
2
0
0
1
年
か
ら
始

ま
り
こ
れ
ま
で
に
11
回
応
募
し
て
い
る
。

当
時
は
職
員
に
よ
る
A
Y
T
の
取
り
組

み
で
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
2
回
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
が
、
今
後
村
民
も
交
え
た
形

で
の
制
作
も
考
え
た
い
。

今
後
の
取
り
組
み
は
村
H
P
お
よ
び
メ
デ
ィ

ア
へ
の
積
極
的

な
情
報
発
信
と

S
N
S
を
活
用

し
た
村
の
魅
力

発
信
事
業
に
取

組
ん
で
い
く
。

小
林
村
政
の

振
り
返
り
と
今
後

村
長…

79
項
目
の
施
策
に
つ
い
て
実
施
率
は
75
％
。残
り
2
年
で
実
行
す
る
。

北村直樹 議員

朝
日
村
魅
力
発
信
の

取
組
に
つ
い
て

答…

村
Ｈ
Ｐ
、メ
デ
ィ
ア
、Ｓ
N
Ｓ
を
活
用
し
た
村
魅
力
発
信
事
業
に
取
組
む
。

清沢正毅 議員

2期6年を振り返る小林村長

村PR媒体として活用



バイパス工事・防犯カメラ視察バイパス工事・防犯カメラ視察

全国町村議会議長・副議長研修会全国町村議会議長・副議長研修会
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5/27

朝日村消防団総合訓練朝日村消防団総合訓練

あさひむら議会だより 10

6月13日、6月定例会閉会後、行政視察として、
新田松本線新田バイパス工事、各防犯カメラ設置
場所、本郷工区・くりあげ場工区の現状と課題を
確認した。
新田バイパスは防災・安全交付金（道路）工事と

して、全長600mの内、道路築造工事（400m）を
実施中。令和9年度に完成予定ではあるが、令和
10年度にずれ込む可能性もあるとの事だった。
防犯カメラは村内8カ所に設置済み。主に村外

からの侵入車両を撮影している。既に警察への情報提供も数件行っている。
本郷工区及びくりあげ場工区は、本工事も終了し耕作も始まっている。それぞれの圃

場で問題点が指摘されており、対応策が示されている。さらなる改善が期待される。
（齊藤正法）

地
域
を
目
で
見
て
聞
い
て
参
加
し
て

　

議
員
は
、
議
員
活
動
日
誌
の
と
お
り
た
く
さ
ん
の
諸

会
議
・
行
事
・
研
修
及
び
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
主
な
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

5月27日、全国町村議会議長・副議長
研修会が東京国際フォーラムにて行われ、
３人の有識者により災害や防災に関する講
演会があった。
①…自治体の災害対応力強化には「防災
DX」が不可欠で、広域災害時の自治体
間の情報共有にも役立つシステムの利用
拡大推進の重要性について。

②…気候変動で激化する水害・火災が世界的
に増加。災害は常に想定外で想定外に備
えるのが危機管理。個別避難計画の充実について再度検討するべき。

③…災害と議会についての講演では、被災時に機能停止する議会を避けるため議会
の業務継続計画（BCP）策定が急がれる。
災害はいつくるかわからない。日常の中にある日頃の備えと訓練の大切さを改

めて痛感した。
（清澤あゆみ）

4月13日、9時から11時朝日村消防団
総合訓練が行われた。前日からの雨によ
り場所は運動広場グラウンドから農業者
トレーニングセンターに変更。山形村消
防署員による指導で分列行進訓練が行わ
れ、全議員が出席した。途中短時間の休
憩をはさみ2時間近い訓練による成果は素
晴らしく、日曜の貴重な時間を使って訓
練に励まれている消防団員の姿とラッパ
班の演奏に感動した。朝日村を火災、災
害から守って下さっている消防団員の皆
さんに感謝すると共に今後、機能別団員、村内事業所団員の参加等で消防団員が増え
ることを願う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（豊田恵美子）

4/13

議員
活動報告

バイパス工事進捗を視察

全国から約2000名が集結

分列行進の様子



充実した研修会充実した研修会
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7月14日、キッセイ
文化ホールで、長野県
町村議長会主催の議会
議員研修会が開催され
ました。早稲田大学デ
モクラシー創造研究所
地域経営部会長の中村
健氏からは、ご自身の
徳島県川島町長として
の経験談を交え、議会
が住民の声を聴き、行政とどのように共創すべきか、そして議
会改革の重要性についてご講演いただきました。ユーモアを交
えつつも、議員として住民代表の役割を果たす上で、行政との
議論、そして議員間の協力・研究のあり方を深く考えさせられ
る内容でした。また、日本科学技術ジャーナリスト会議会長の
室山哲也氏からは、生成AIの現状についてお話を伺い、AIを活
用した未来社会の可能性を感じました。大変充実した研修会で
した。

（古池美佐江）

5月25日、農業者トレーニングセンターアリーナで開催され
た「長寿を祝う会」に議員も参列をさせて頂きました。
朝日村の75歳以上の方は826人とのことですが、この日の

参加者は92名でした。参加された方々は地元のおやじバンド
「じゃがーず」のステージを楽しみ、カラオケで自慢の歌声を披
露したり、ハーモニカを演奏したりとにぎやかなひと時を過ごさ
れていました。
2020年のコロナ感染症の確認以降、村の多くの行事が様変わ

りをしました。それから5年が経ち、今年度の「長寿を祝う会」
はコロナ前の様にお酒やビールもたくさん用意され、皆さんお料
理に舌鼓を打ち、杯を交わ
し大いにお喋りを楽しむ姿
を拝見し、本当にコロナ禍
があけたなと実感した会と
なりました。
企画運営にご尽力いただ

いた公民館、分館役員の皆
さまお疲れ様でした。そし
て、参加した92名の皆さ
んから会の楽しさが伝播さ
れ、来年度はもっと沢山の
人が参加する会になること
をご祈念申し上げます。

（中村文映）

長寿に乾杯！長寿に乾杯！5/25

7/14

中南信地域の議員研修

議会活動日誌
4 月

2 水 全員協議会

3 木 あさひ保育園入園式

4 金 朝日小学校入学式

5 土 朝日村消防団任命式

9 水 全員協議会

13 日 消防団総合訓練

14 月 県議長会役員会

23 水 議会運営委員会

24 木 大尾沢林道愛護会御水神祭

30 水 臨時会　全員協議会

5 月

9 金 東筑議長会総会

13 火 全員協議会
松本公共交通協議会打合せ
商工会通常総会

14 水 篠ノ井線松本地域活性化協議会総会

19 月 土地開発公社理事会
民生児童委員推薦会

21 水 塩尻朝日防犯協会連合会定期総会

25 日 長寿を祝う会

26 月 議会運営委員会

27 火 正副議長研修会

31 土 朝日小学校運動会

6 月

2 月 松本地域公共交通会議

3 火 ６月定例会開会 本会議・全員協議会

4 水 県議長会臨時総会

6 金 全員協議会
常任委員会

10 火 本会議 一般質問

13 金 本会議 閉会
行政視察

18 水 総務産業委員懇談

19 木 第２回民生児童委員会推薦会
松本地域公共交通協議会朝日部会

20 金 野俣林道愛護会会計監査

23 月 社協評議員会

25 日 安協防犯協会

27 金 総務産業委員懇談 長寿に乾杯！！長寿に乾杯！！



朝日村議会へご意見をお寄せください
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我がむら
再発見！
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朝日村にあるカンロ朝日工場では、現在一日に 4,200 ケース 約 20t のグミを製造している。代表的な商品としてはピュ
レグミやカンデミーナグミがある。具体的な量が想像できないというと、「工場から松本方面へピュレグミを一粒ずつ並べ
ていくと、松本駅に到達する」とのこと。カラフルでかわいらしい見
た目や食感の楽しさが支持され、コロナ禍以降には、「小腹満たし
に罪悪感の少ないお菓子」として再評価された。SNSとの親和性
の高さもあり、その魅力は一気に拡散された。現在は多種製造に対
応するためにフル稼働で操業しており、工場の増設も決まっている。
「Sweeten the Future ～心がひとつぶ、大きくなる。～」とい

うカンロの企業パーパスにふれたとき、飴玉のように気持ちをほん
のり甘く、やさしくしてくれる言葉だと感じた。村内に、こうした想
いを大切にしている企業があることを誇らしく思う。

（羽多野　美映）

同
級
生
っ
て
不
思
議
だ
。何

年
も
会
っ
て
い
な
く
て
も
会
っ

た
そ
の
瞬
間
か
ら
あ
の
時
に

戻
れ
る
。今
年
の
二
十
歳
の
つ

ど
い
に
出
席
し
た
我
が
家
の

次
男
。朝
日
小
学
校
を
卒
業

す
る
時
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

を
預
か
っ
て
く
れ
る
業
者
に

送
っ
て
い
た
。中
に
は
当
時
の

名
札
や
写
真
な
ど
。当
時
当

た
り
前
だ
っ
た
日
常
に
ス
ッ

と
戻
っ
た
と
。朝
日
村
が
心
の

ふ
る
さ
と
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

ふ
っ
と
し
た
時
、帰
り
た
い
と

思
え
る
場
所
で
あ
っ
て
も
ら
い

た
い
。

（
清
澤
あ
ゆ
み
）

発
行
責
任
者

　
議　
長 

小
林　
弘
之

編
集
委
員

　
委
員
長 

清
澤
あ
ゆ
み

　
副
委
員
長 

北
村　
直
樹

　
委　
員 

齊
藤　
正
法

 

豊
田
惠
美
子

 

古
池
美
佐
江

 

清
沢　
敬
子

▲
こ
ち
ら
か
ら

朝
日
村
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

第24弾 「カンロ株式会社　朝日工場（続）｣

村内の施設やイベントに議員が訪問して
その取組や要望を聞く地域密着のコーナー

四
月
よ
り
古
見
区
長
の
拝
命
を
受
け
、3
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。古
見

区
で
は
こ
ん
な
活
動
や
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

1　
安
心・安
全

・
自
主
防
災
会
を
作
り
地
震
総
合
防
災
訓
練
、通
学
路
の
安
全
を
図

り
除
雪
機
に
よ
る
除
雪
。

2　
環
境
整
備

・
古
見
集
落
セ
ン
タ
ー
や
ふ
れ
あ
い
広
場
の
除
草
、古
見
集
落
セ
ン

タ
ー
の
暖
房
や
冷
房
の
管
理
。　　
　
　
　

3　
地
域
づ
く
り

・
古
見
集
落
セ
ン
タ
ー
及
び
せ
せ
ら
ぎ
の
館
の
維
持
管
理
、区
内
グ

ル
ー
プ
活
動
の
支
援
、公
民
館
分
館
と
の
協
力
。　

4　
資
産
管
理

・
五
五
、五
七
堰
余
水
吐
水
路
閉
鎖
式
、古
見・入
二
区
共
有
林　
山

の
神
祭
事
。

3
月
に
村
内
で「
防
災
高
齢
者
学
習
会
」が
開
か
れ
、「
大
雨
で
避
難

勧
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。」を
テ
ー
マ
に
話
し

合
い
ま
し
た
。約
30
％
の
人
が「
避
難
し
な
い
、高
齢
者
が
い
て
避
難
で
き

な
い
」「
近
所
の
人
と
繋
が
り
が
な
く
、助
け
て
も
ら
え
な
い
」と
答
え
ま

し
た
。最
近
で
は
地
域
の
自
治
会
に
入
ら
な
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。誰

が
住
ん
で
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
地
区
で
は
防
災
防
犯
面
で
心
配
で
す
。

み
ん
な
で
相
談
し
な
が
ら
、「
笑
顔
あ
ふ
れ
、繋
が
り
集
う
古
見
区
」を
目

指
し
て
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
の
つ
な
が
り
大
切
に

古見区長
横山　吉美さん

人気のグミを製造


